
 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛南町について 

 

 

地形の特殊性と防災・災害対策の必要性 

 

愛南地区沿岸海難（津波）救助協議会について 

 

無線機デジタル化を核とした海難救助知識の習得と広範な

災害への対応能力獲得 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多彩な訓練メニューの考案 

 

 

 

地域住民と連携した避難訓練の実現 

 

 

防災意識の喚起と参加者の意識改革 

 

 

気象悪条件
（台風・時化）

大災害（地震・
津波）

（発生事象）

（要因・原因）

人為的要因
（過誤～犯罪）

講習会(座学)・
実地通信訓練

漂流者探索

沖出し

転落者救出 AED等救命

曳航

オイルフェンス
展張

海上保安部

消防署

業界団体

電子機器メーカー

無線機メーカー

落水

遭難(行方
不明)

転覆・衝突

油流出

故障・漂流

講習会（座学）・
実地展張訓練

油防除

操船・海上作業
等訓練

講習会（実習）

救命蘇生 講習会（実習）

漁船間通信

曳航訓練

（必要な対応） （必要な要素・技術） （訓練の方法・形式） （連携先・指導者）

デジタル無線機
導入・使用

これらを組み合わせて「救命」
「救助」「防災」「油防除」等として
その年のセットメニューに

①警報発令・一斉同報 ②警報受信（文字情報） ③沖出し（地区住民は高台へ避難）

④曳航訓練 ⑤救援物資海上受け渡し ⑥救援物資陸揚げ～運搬

①知識や行動が理解できた？

知識・行動 知識 理解できず

②本番に対応できそう？

対応できそう しないよりは良い できそうもない

③訓練についてどう思う？

必要で、意味あり 面倒だが必要 意味なくムダ

深浦湾久良湾

御荘湾

愛南町

標高100～200ｍの急峻な尾根が各水
域を分断し、電波障害の原因となる

典型的なリアス式海岸であり津波への備えが重
要。赤塗部分は最大津波浸水深５ｍ以上が予測
されている区域で、ほとんどの居住区域を含む

注：浸水予測区域は「愛南町総合防災マップ」より
面的に広がりを持つ部分のみ目視書写したもの

0分 10 20 30 40 50 0分 10

地震発生（想定）

1 地震情報を文字情報にて発信 漁協(本部）

2 沖出し訓練 漁業者

3 避難訓練 地区住民

4 航行不能船曳航訓練 漁業者

救援物資搬入訓練（海上輸送） 漁業者

救援物資搬入訓練（陸揚げ・中継） 漁協(本部）

救援物資搬入訓練（受け取り） 地区住民

6 炊き出し訓練 漁協（女性部）

5

11時 12時
№ イベント・訓練項目 担当者

 

 

年度
活動項目
（ｾｯﾄﾒﾆｭｰ）

海難救命

海難防災

海難救助

海難油防除

海難油防除

参加
人数

78

135

参加
隻数

-

救急
蘇生

〇

AED
救命
機器

◎

漂流者
捜索

◎ ◎

曳航

△◎

130 41 △

49 - △

40

74 41

H25

H26

H27

H28

〇

△

〇

△

△

転落者
救出

３海域
沖出し

データ
通信

無線機
使用

救命胴
衣浮力

油防
除

〇

〇

〇

〇

◎

◎

◎

◎

◎

◎ ◎

活動内容

凡例） △： 講習 〇： 実習 ◎： 海上訓練


